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カリフォルニア大学デイヴィス校        短期留学プログラムⅠ・Ⅱ（４単位） 

研修先 

University of California, Davis 

Extension’s Center for International Education 

（米国 カリフォルニア州） 

 

現地研修実施日程 2019年 8月 9日(金)～9月 6日(金)  

渡航期間 2019年 8月 7日(水) 日本発～9月 8日(日）日本着 往復団体行動 

プログラム 

カリフォルニア大学デイヴィス校エクステンション,  

Center for International Educationでの 4週間語学研修 

http://extension.ucdavis.edu/international_programs/about.asp 

 

滞在先 選択制(ホームステイまたは寮)   

募集人員 25名 最少催行人数：10名 

プログラム参加者 他国からの学生と混合 
夏季休暇中の為、日本人の割合

が高い。 

参加費用 2019年度未定 （前年度実績は P.11「参加費」の欄参照）  

前期授業担当 理工学部 福田 純也 准教授 

後楽園キャンパスで実施 

文系学部生はその点を注意し

て応募してください。 

前期授業日程 木曜日 5時限 (初回授業日：4月 18日(木))  

選考に関して 
原則、書類選考 ※場合によっては面接実施 

面接の有無は全学メール宛に送信します。 

面接実施の場合： 

申込時に入力の空き時限で調

整し、全学メールに実施日

時・教室の連絡をします。 

オリエンテーション 
4月 18日（木）、6月 6日（木）、7月 11日（木）の４限に実施 

※参加が難しい場合は国際センターまでご相談ください 
後楽園キャンパスで実施 

(1)前期授業 

参加者は、前期授業週 1 回、全 14 回を受講します(後楽園キャンパス)。授業内容は、各学部講義要項を確認してく

ださい。前期授業期間中、申込手続き等に関して別途オリエンテーションを実施します。 

※文系学部生の申込み可能ですが、後楽園キャンパスでの授業に出席するための移動時間等も含めご自

身の時間割状況を考慮した上、申込みをしてください。 

(2)プログラム概要 

■研修校について 
  カリフォルニア大学デイヴィス校は、UC Berkeley等を含むカリフォルニア大学機構のひとつ。約 33,300名の学生が 

在籍 しており、100以上の専攻がある総合大学。農業専門学校として誕生したこともあり、農業、畜産学、獣医学、生 

物学、環境科学等の分野が特に優れています。また、エンジニアリング系のプログラムも種類が充実しています。 

  付属の UC Davis Extension は、1960 年から生涯学習を提供しており、50 年以上の長い歴史と経験を誇っています。

留学生向けに英語教育を提供する国際英語プロフェッショナルプログラム（IEPP）は、語学指導とサービスの質におい

て、一定以上の基準を満たす学校のみによって構成される教育連盟、UCIEP（全米大学集中英語講座連盟）の加盟校で

もあり、他にも Association of International Educators (NAFSA)及び American Association of Intensive English 

Programs (AAIEP)のメンバーでもあります。 

■現地研修内容（選択制：EST または CCP） 

《1》 English for Science and Technology （EST） 

科学技術分野を専攻している学部生、大学院生を対象に組まれたプログラムです。 

授業は、話す力、発音やプレゼンテーション力およびリサーチスキルの習得と向上を目的とし、科学技術関連トピッ

クスについてのディスカッションやプレゼンテーションを行います。アメリカ最先端の科学技術分野の現状を学ぶた

め、研究所や企業訪問も予定されています。※企業訪問先は、プレイスメントテスの結果で分けられるクラスごとに

変わります。※クラスは、Low-Intermediateから Advancedに分けられる予定です。 

《2》 Communication and Culture Program (CCP) 

アメリカの文化理解と会話力の向上を主な目的としています。コース初めに行われるプレイスメントテストに応じて、

自分の能力にあったクラスに参加できます。クラスレベルは初級～上級に分かれており、1クラス 14～18名の少人
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数制クラスです。授業は週 20時間で、次の 4つのコアクラスがあります。※クラス内容は、変更の可能性があります。 

・Everyday Expressions & Idioms   ・Listening & Pronunciation   

・Intercultural Research Project   ・US Society & Culture  

◆◇ オプショナルツアー ◇◆ 

希望者は、現地で別途参加費を払って、サンフランシスコ、ロサンジェルス(2泊 3日)、ナパバレー、ヨセミテ国

立公園等へのフィールドトリップに参加できます。詳細は現地のオリエンテーションの際に説明があります。 

 

■滞在先：ホームステイまたは寮(選択制) 

＜ホームステイ＞ 

＊1日朝夕 2食、週末 3食付、個室提供予定。(朝食は、シリアルなど自分で用意して食べていくのが一般的) 

＊基本的に 1家庭に日本人 1名の予定ですが、夏季休暇中の為、１家庭に日本人 2名以上で滞在となる場合もあります。 

＊配置されるホームステイ先によって、通学距離、通学費等はそれぞれ異なります。 

＊通学手段は、公共交通手段での通学となり、ホームステイ先によっては 1時間以上かかる場合もあります。 

＊例年滞在先のお知らせは、出発直前になります。また決定後急に変更になる場合もあります。 

＜寮＞ 

＊オンキャンパスの寮で 2人部屋(中大生でのシェア予定)、1日 3食付(学食でバイキング形式)。 

＊オンキャンパスの寮のため、通学が便利。 

＊ホームステイ費用と比較すると割高だが、プールやジムなどの施設利用が可能です。 

 ※寮はホテルではありません。アメニティなどは、配置される部屋や棟によっても異なります。 

(3)参加費 

2019年度参加費は未定です。 

(前年度実績：(1)EST/ﾎｰﾑｽﾃｲ:約 70万円 (2)EST/寮:約 85万円 (3)CCP/ﾎｰﾑｽﾃｲ：約 68万円 (4)CCP/寮：83万円） 

費用の支払時期は、申込金を 4 月頃、残りの費用は 6 月頃を予定しています。また参加費には外貨建てのものが含ま

れますので、為替レートの変動により、総額が変更になる可能性がありますので注意してください。  

★自転車のレンタルに関して 

  現地で使用できるレンタル自転車があります。例年、多くの学生がレンタルしているようです。 

  キャンパス内が非常に広く、キャンパスの移動で使用できるため、重宝したという声が多く聞かれます。 

  事前予約が出来るので、詳細に関しては、オリエンテーション内で周知します。 

★携帯電話レンタルに関して 

  滞在形態をホームステイとする場合、ホストファミリーとの連絡に必要になり、現地で急遽レンタルしたりする 

ケースがみられます。事前にレンタルしておくと、慌てずに済むようです。 

  詳細は、オリエンテーションなどで周知します。 

参加費に含まれるもの 

・授業料 

・ホームステイ費用(平日 2食・週末 3食)または寮費用(3食) 

・日程表に記載された区間の航空運賃 

・空港施設使用料・現地空港税・出国税等 

・ビザ申請費用(360ドル) 

・ビザ取得サポート費用(オリエンテーション時案内) 

・海外旅行傷害保険料(中央大学指定) 

参加費に含まれないもの 

・日本国内の交通費 

・オプショナルプログラム参加費用 

・レンタルサイクル費用、レンタル携帯費用 

・昼食代、自由行動時の諸費用、お土産代等個人的な支出 

 

(4)現地研修終了後 

帰国後、オリエンテーションを１回実施します。 


